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Bunzo Hayata's principles of taxonomy,‘Dynamic System’and‘Kegon-Kyo’.
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早田文蔵の最大の業績は、日清戦争（1894 ～ 1895 年）後、日本が領有していた台湾における詳
細な植生調査である。彼は、1905 年、台湾総督府からの依頼により、以後 19 年にわたって台湾の
植物を調べ上げた。これは、イギリスやオランダなど欧米列強の植民地政策に倣ったものである。
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＊現在では、多くの生物の遺伝子解析が行われ、それぞれの種が異なる遺伝子を持っていることが





















































ズである。」（筆者訳）と記している（原文では、I may here add another simile as an explanation 
of my conception of individuals and genes. The universe is like a boundless net with innumerable 
millions of crystalline beads, each on a mesh of a different colour, each reflecting the images of 
other beads, and each consequently presenting different hues, according to the position of the 
observer. The beads present different hues, according as they are observed from this point or 
that. It is, however, only in their phenomena that they are different; in their real entities, they are 




示唆によるものである。」記されていることである（原文では、In presenting this metaphor to my 
reader, I have been influenced by a suggestion from the Indra - nets, an allegory found in one of 
the Buddhist scriptures, which is called the Mahavai- pulyabuddhaganda vyūha-sūtra （Kegonkyô）. 
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1905（明治 38）年　台湾総督府から植物調査を依頼され、1924（大正 13）年まで 19 年間、台湾の
植物調査・研究に打ち込む。
1908（明治 41）年　東京帝国大学講師。








1921（大正 10）年～翌年　第 2 回東南アジア植生調査（ベトナム・タイ・ラオス）。
1922（大正 11）年　東京帝国大学教授
1924（大正 13）年　東京帝国大学付属植物園長を兼務。
1929（昭和 4）年 9 月　翌年にイギリスのケンブリッジで開かれる第 4 回万国植物学会の副会長に
推薦され、出席するため研究成果をまとめていた矢先、心臓発作で倒れる。
1934（昭和 9）年 1 月 13 日　心臓病のため 59 歳で死去。
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